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ジ
オ
ガ
イ
ド
に
な
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

■
個
人
的
に
旅
行
が
好
き
で
全
国
の
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
に
行
き
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観

光
地
に
行
っ
た
時
に
、
そ
こ
で
ガ
イ
ド
を
し

て
頂
く
と
本
当
に
心
に
残
る
の
で
、
西
予
市

に
来
て
頂
い
た
人
に
も
そ
う
あ
っ
て
欲
し
い

と
思
っ
て
ガ
イ
ド
を
始
め
ま
し
た
。

■
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
の
年
に
、「
ジ
オ
パ
ー
ク

言
う
た
ら
何
？
」
と
思
っ
て
、
地
元
で
有
志

を
集
め
て
素
晴
ら
し
い
地
域
の
良
さ
を
、
特

に
段
々
畑
を
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
し
よ
う
と
思
っ

て
ガ
イ
ド
を
始
め
ま
し
た
。

■
コ
ウ
モ
リ
が
嫌
い
で
地
質
学
に
も
何
の
興
味

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地
域
住
民
が

「
や
っ
ち
み
る
会
」
を
平
成
22
年
に
立
ち
上

げ
た
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
財
産
を

保
全
し
て
子
ど
も
た
ち
に
教
え
な
が
ら
、
地

域
を
大
切
に
し
て
も
ら
う
人
々
を
育
て
る
た

め
に
自
分
た
ち
が
活
動
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
ガ
イ
ド
を
始
め
ま
し
た
。

■
ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
で
、
西
予
市
内
、
故
郷

の
再
認
識
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
自
分
の
故
郷
の
良
さ

を
説
明
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思

い
、
ガ
イ
ド
を
始
め
ま
し
た
。

■
知
り
合
い
に
、「
西
予
市
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク

よ
ね
え
。
今
度
行
く
か
ら
ね
。」と
言
わ
れ
て
、

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
何
か
も
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、
西
予
市
の
良
さ
を
知
る
た
め
に
、
ジ
オ

パ
ー
ク
講
座
に
参
加
し
て
、
ガ
イ
ド
を
始
め

ま
し
た
。

あ
な
た
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
「
イ
チ
押
し
」

は
？

■
船
に
乗
っ
て
海
か
ら
見
る
須
崎
海
岸
が
素
晴

ら
し
い
で
す
。

■
狩
浜
の
段
々
畑
の
景
観
が
素
晴
ら
し
い
で

す
。

■
穴
神
鍾
乳
洞
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
内
部
の

距
離
は
短
い
の
で
す
が
、
コ
ウ
モ
リ
が
生
息

し
て
お
り
、
鍾
乳
石
や
石せ

き
じ
ゅ
ん筍

も
大
き
く
て
、

こ
れ
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

■
自
然
災
害
で
被
害
を
受
け
て
い
る
サ
イ
ト
も

あ
り
ま
す
が
、
新
築
の
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
拠
点
に
し
て
盛
り
上
げ
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

２度目の再認定を受けた四国西予ジ
オパークを市内外の方に広く周知す
るために、西予市内のジオガイドの
皆さんにお話を聞きました。（６月
１０日：議員全員協議会室にて）

特 集

特集　ジオガイド×議会

ジオガイド

議　会
×

恵美須明美さん ( 城川 ) 田中徳博さん ( 宇和 )

佐藤文明さん ( 明浜 ) 宇都宮とみ子さん ( 三瓶 )

会長 河野美紀さん ( 宇和 )
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■
海
抜
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
岳
公
園
の
頂

上
か
ら
見
る
景
観
は
、
し
ま
な
み
海
道
よ
り

も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

■
三
瓶
の
須
崎
海
岸
と
大
野
ヶ
原
の
源
氏
ヶ
駄

場
が
同
じ
市
内
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
こ
の
二
つ
が
も
と
も
と
海
の
底
だ
っ
た

こ
と
を
西
予
市
の
多
様
性
を
紹
介
す
る
と
き

に
案
内
し
ま
す
。

行
政
や
議
会
に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

■
行
政
側
が
、
も
っ
と
ジ
オ
パ
ー
ク
や
ジ
オ
ガ

イ
ド
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
で
す
。

■
何
年
生
に
な
っ
た
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
こ
こ

に
行
く
と
い
う
よ
う
に
学
校
行
事
や
学
Ｐ
活

動
で
、
子
ど
も
の
時
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
に
接

す
る
機
会
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、

大
変
に
嬉
し
い
で
す
。

■
定
期
的
に
サ
イ
ト
の
清
掃
作
業
を
設
定
し
て

ほ
し
い
で
す
。
ト
イ
レ
の
清
掃
も
ジ
オ
ガ
イ

ド
が
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

■
来
て
い
た
だ
く
方
々
の
安
全
が
第
一
な
の

で
、
道
路
や
遊
歩
道
の
整
備
や
修
繕
を
し
て

ほ
し
い
で
す
。

特集　ジオガイド×議会

ジオガイドさんにジオサイトを案内していただきました
※卯之町の町並みは、北側にある山に向かいゆるやかな上り坂になっていますが、これは過去に繰り返し起こった土石流でできた

小規模な扇状地の上に立地しているためです。今後も、大雨が降った後などは土石流に注意する必要があります。

←ジオガイドの
お申し込みはこ

ちらから
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西
予
市
議
会
議
長
　
小
玉
　
忠
重

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
市
議
会
に
対
し
格
別
な
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
令
和
４
年
５
月
17
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
新
た
な
決
意
を
持
っ
て
専
心
努
力
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
海
抜
０
ｍ
か
ら
１
４
０
０
ｍ
の
豊
か
な
自
然
四
国

西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
お
遍
路
文

化
等
は
地
域
の
宝
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
西
予
市
を
訪

れ
る
人
を
お
も
て
な
し
（
お
せ
っ
た
い
の
心
）
を
持
っ

て
お
迎
え
す
る
こ
と
は
、
訪
れ
た
人
を
幸
せ
に
し
、

私
た
ち
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

の
住
む
西
予
市
を
、
さ
ら
に
も
う
一
度
、
西
予
市
に

行
き
た
い
、
何
度
で
も
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
市
に
し
た
い
と
思
い
条
例
を
作
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
次
世
代
を
担
う
、
高
校
生
と
の
意
見
交
換
及
び
各

種
団
体
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
市
民
の
声
を
も

と
に
、
議
会
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
議
会
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

臨時会・議長就任あいさつ

　
第２回臨時会の議案は

令和４年度補正予算 ……………………………1 件
専決処分の承認 …………………………………2 件
教育長の任命 ……………………………………1 件
教育委員の任命 …………………………………1 件
選挙 ………………………………………………4 件
委員会委員の選任 ………………………………9 件

全
て
の
議
案
と
結
果
は
、
Ｐ
８
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
予
市
の
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
　
　
期
　

５
月
17
日

会
議
期
間
　

１
日
間

●
第
２
回
臨
時
会

令
和
４
年

●
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

小玉忠重 議長 信宮徹也 副議長
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総
務
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設

　
　
常
任
委
員
会

所
管
事
項

総
務
部
・
政
策
企
画
部
・
会
計
課
・
消

防
本
部
・
教
育
委
員
会
・
監
査
事
務
局

他
の
常
任
委
員
会
に
属
し
な
い
事
項

所
管
事
項

生
活
福
祉
部
・
医
療
介
護
部

所
管
事
項

産
業
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会

委員長　河野　清一

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
　
兵
頭
　
学

副
委
員
長
　
宇
都
宮
　
久
見
子

　
　
　
　
　
河
野
　
清
一

　
　
　
　
　
佐
藤
　
恒
夫

　
　
　
　
　
竹
﨑
　
幸
仁

　
　
　
　
　
井
関
　
陽
一

　
　
　
　
　
酒
井
　
宇
之
吉

源　正樹 佐藤　恒夫

副委員長　加藤　美香中村　敬治 小玉　忠重

委員長　竹﨑　幸仁二宮　一朗 宇都宮　久見子

副委員長　酒井　宇之吉森川　一義 中村　一雅

委員長　井関　陽一宇都宮　俊文 和気　数男

副委員長　山本　英明兵頭　学 信宮　徹也

臨時会・委員会構成
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定例会

　　

第２回定例会の議案は

令和 4 年度補正予算 ……………………………4 件

契約案件 …………………………………………4 件

条例制定 …………………………………………1 件

条例の一部改正 …………………………………1 件

辺地計画の変更 …………………………………1 件

土地改良事業の施行 ……………………………1 件

予算繰越に係る計算書の報告 …………………6 件

専決処分事項の報告 ……………………………1 件

今号では、その中から１つを Pick up

全
て
の
議
案
と
結
果
は
、
Ｐ
８
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
予
市
の
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
　
　
期
　

６
月
７
日
〜
６
月
24
日

会
議
期
間
　

18
日
間

●
第
２
回
定
例
会

令
和
４
年

●
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
関
連
す
る
対
策
事
業
を
行

い
ま
す
。
主
な
事
業
は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業

令
和
４
年
度
の
新
た
な
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
、
10
万
円
を
給
付
す
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
　

●
社
会
福
祉
費

社
会
福
祉
施
設
等
に
対
し
、
車
両
燃
料
費
及
び
電
気
料
等
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
補
助
を
行
う
。

●
児
童
福
祉
費

民
間
保
育
所
等
の
賄
材
料
費
購
入
支
援
、
バ
ス
事
業
者
支
援
を
含
め
た

保
護
者
会
等
の
活
動
支
援
を
実
施
す
る
た
め
の
補
助
を
行
い
、
児
童
館

の
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す
る
。

〈
議
案
第
85
号
　
令
和
４
年
度
西
予
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号
〉

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格・物
価
高

騰
等
総
合
緊
急
対
策
事
業
を
行
い
ま
す

Pick up
1
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●
農
業
費

施
設
園
芸
農
家
に
対
し
燃
油
購
入
費
用
を
補
助
す
る
と
と
も
に
、
畜
産

農
家
に
対
し
飼
料
購
入
費
用
を
補
助
す
る
。

●
教
育
総
務
費

学
校
給
食
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量
の
安
定
的
な
給
食
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
保
護
者
負
担
へ
転
嫁
す
る
こ
と
な
く
維
持
で
き
る
よ
う

価
格
上
昇
分
を
補
助
す
る
。

③
保
育
所
管
理
運
営
事
業

　
公
立
保
育
所
の
賄
材
料
費
に
お
い
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量
の
安
定

的
な
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
価
格
上
昇
相
当
分
を
計
上
す
る
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
中
小
企
業
者
等
経
営
安
定
支

援
事
業

　
生
活
者
及
び
事
業
者
を
支
援
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
の
ほ

か
、
中
小
企
業
者
の
燃
料
費
・
電
気
料
等
の
負
担
軽
減
及
び
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
燃
油
高
騰
対
策
の
た
め
、
補
助
を
行
う
。

Q
　
西
予
市
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
、
物
価
高
騰
に
よ

る
影
響
は
あ
る
の
か

A
　
資
材
費
用
は
近
年
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
価
格
改
定
が
続
い
て
い

る
。
発
注
す
る
令
和
５
年
度
の
資
材
動
向
の
状
況
に
よ
り
、
ど
の

程
度
影
響
を
受
け
る
の
か
が
不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。

　
実
施
設
計
に
お
い
て
予
算
額
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、

国
及
び
県
に
追
加
補
助
金
の
割
当
て
の
要
求
、
補
正
予
算
の
計
上
、

そ
れ
か
ら
地
元
の
負
担
金
の
増
額
説
明
等
に
よ
り
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

●
こ
ん
な
質
疑
が
出
ま
し
た

女
性
ト
イ
レ
の
維
持
及
び
そ
の
安
心

安
全
の
確
保
に
つ
い
て
の
陳
情

陳情
第１号※

賛
否
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
８
の
表
決
結
果
を
、
内
容
等
に
つ
い
て
は
、 

Ｐ
10
の
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い

賛
成
少
数

不

採

択

定例会
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令和４年　第２回臨時会議決結果　  （令和４年５月17日）

議案番号 　件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

承認第１号 専決処分第１号の承認を求めることについて 5 月 17 日 原案承認

承認第２号 専決処分第２号の承認を求めることについて 5 月 17 日 原案承認

議案第 64 号 西予市監査委員の選任について 5 月 17 日 原案同意

議案第 65 号 西予市公平委員会委員の選任について 5 月 17 日 原案同意

議案第 66 号 西予市固定資産評価審査委員会委員の選任について 5 月 17 日 原案同意

議案第 67 号 西予市固定資産評価審査委員会委員の選任について 5 月 17 日 原案同意

議案第 68 号 西予市固定資産評価審査委員会委員の選任について 5 月 17 日 原案同意

議案第 69 号 西予市固定資産評価審査委員会委員の選任について 5 月 17 日 原案同意

議案第 70 号 西予市固定資産評価審査委員会委員の選任について 5 月 17 日 原案同意

議案第 71 号 西予市教育委員会教育長の任命について 5 月 17 日 原案同意

議案番号 　件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

議案第 72 号 西予市教育委員会委員の任命について 5 月 17 日 原案同意

議案第 73 号 令和４年度西予市一般会計補正予算 ( 第１号 ) 5 月 17 日 原案可決

議長辞職の件 5 月 17 日 許　可

副議長辞職の件 5 月 17 日 許　可

選挙第１号 議長の選挙 5 月 17 日 投　票

選挙第２号 副議長の選挙 5 月 17 日 投　票

選挙第３号 八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合議会議員選挙 5 月 17 日 指名推選

選挙第４号 南予水道企業団議会議員選挙 5 月 17 日 指名推選

選任第１号 常任委員会委員の選任 5 月 17 日 議長指名

選任第２号 議会運営委員会委員の選任 5 月 17 日 議長指名

令和４年　第２回定例会議決結果　  （令和４年６月７日～６月24日）

議案番号 　件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

議案第 74 号
土居地区地域づくり活動センター建築工事請負契約に
ついて

6 月 13 日 原案可決

議案第 75 号
西予市明浜柑橘加工施設搾汁・充填機器製作委託業務
請負契約について

6 月 24 日 原案可決

議案第 76 号 西予市消防署野村支署建築工事請負契約について 6 月 13 日 原案可決

議案第 77 号
西予市明浜柑橘加工施設の設置及び管理に関する条例
制定について

6 月 24 日 原案可決

議案第 78 号
西予市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改
正する条例制定について

6 月 24 日 原案可決

議案第 79 号 辺地に係る公共的施設総合整備計画の変更について 6 月 24 日 原案可決

議案第 80 号 西予市営土地改良事業の施行について 6 月 24 日 原案可決

議案第 81 号 令和４年度西予市一般会計補正予算 ( 第２号 ) 6 月 24 日 原案可決

議案第 82 号 令和４年度西予市水道事業会計補正予算 ( 第１号 ) 6 月 24 日 原案可決

議案第 83 号 令和４年度西予市公共下水道事業会計補正予算(第１号) 6 月 24 日 原案可決

議案第 84 号 渓筋地区体育館新築工事請負契約について 6 月 24 日 原案可決

議案番号 　件　　　　　　　　　　　　　　名 議決年月日 議決結果

議案第 85 号 令和４年度西予市一般会計補正予算 ( 第３号 ) 6 月 24 日 原案可決

報告第１号
令和３年度西予市一般会計継続費繰越計算書の報告に
ついて

6 月 7 日 報　告

報告第２号
令和３年度西予市一般会計繰越明許費繰越計算書の報
告について

6 月 7 日 報　告

報告第３号
令和３年度西予市一般会計事故繰越し繰越計算書の報
告について

6 月 7 日 報　告

報告第４号
令和３年度西予市水道事業会計予算繰越計算書の報告
について

6 月 7 日 報　告

報告第５号
令和３年度西予市公共下水道事業会計予算繰越計算書
の報告について

6 月 7 日 報　告

報告第６号
令和３年度西予市病院事業会計予算繰越計算書の報告
について

6 月 7 日 報　告

報告第７号 専決処分事項の報告について 6 月 7 日 報　告

陳情第１号 女性トイレの維持及びその安心安全の確保についての陳情 6 月 24 日 不 採 択

閉会中における各常任委員会の所管事務等の調査について 6 月 24 日 原案可決

議員派遣の件について 6 月 24 日 承　　認

議案の審議結果

議案等議員別表決結果一覧表
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議

決

結

果

議

決

結

果

和
気
　
数
男

宇
都
宮
久
見
子

信
宮
　
徹
也

宇
都
宮
　
俊
文

加
藤
　
美
香

中
村
　
一
雅

河
野
　
清
一

佐
藤
　
恒
夫

山
本
　
英
明

竹
﨑
　
幸
仁

小
玉
　
忠
重

源

　

正

樹

井
関
　
陽
一

中
村
　
敬
治

二
宮
　
一
朗

兵
頭
　
　
学

森
川
　
一
義

酒
井
　
宇
之
吉番　号 件　　　　　　名

議案第 64 号 西予市監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ 原案同意 5月17日

陳情第１号 女性トイレの維持及びその安心安全の確保についての
陳情 × × × × × × × × × ×

議
　
長

× × × × ○ × × 不 採 択 6月24日

（○：賛成　×：反対　欠：欠席　除：除斥　棄：棄権）　　　※議長は表決権がありません（可否同数の場合のみ表決権があります）

賛否の分かれた議案です。
その他の議案については全会一致です。
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委員会審査

委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
よ
り
詳
し
く
担
当
部
署
か
ら
説
明
を
受
け
、
調
査
・
審
査
し
ま
す
。

４
件
の
議
案
を
審
査

Q
　
現
在
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高
と
適
正

額
は

A
　
補
正
予
算
後
の
残
高
は
15
億
８
１
０
０

万
円
程
度
で
あ
り
、
西
予
市
の
財
政
調
整

基
金
の
目
安
と
し
て
は
、
標
準
財
政
規
模

の
約
20
％
を
積
立
て
と
考
え
て
い
る
。

(

※
令
和
３
年
度
の
標
準
財
政
規
模
は
１
６
３
億
円
で
あ
る
。）

Q
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
の
概
要
は

A
　
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
の
所
管
で
あ
り
ス
ポ
ー
ツ
く
じ

（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
の
販
売
に
よ
り
得
ら
れ
る

資
金
が
基
と
な
っ
て
い
る
。
西
予
市
で
は

野
村
球
場
防
球
ネ
ッ
ト
設
置
、
城
川
総
合

運
動
公
園
の
夜
間
照
明
改
修
な
ど
の
事
業

に
活
用
し
て
い
る
。

●
総
務
常
任
委
員
会

Q
　
学
校
給
食
の
値
上
げ
は
な
い
の
か

A
　
現
在
食
材
費
が
約
４
％
上
昇
し
て
い
る

が
今
後
８
％
ま
で
の
価
格
上
昇
を
見
込
ん

で
お
り
補
正
予
算
で
対
応
し
、
今
の
と
こ

ろ
給
食
費
の
値
上
げ
は
な
い
と
想
定
し
て

い
る
。

Q
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
相
撲
連
盟
強
化
合
宿
負
担

金
の
内
容
は

A
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
相
撲
連
盟
の
皆
さ
ん
を
西

予
市
に
滞
在
し
て
い
る
期
間
中
、
応
援
を

し
よ
う
と
愛
媛
県
と
西
予
市
で
は
、
同
額

の
負
担
金
補
助
で
選
手
団
へ
の
支
援
及
び

協
力
体
制
を
整
え
て
い
る
。

所
管
事
務
調
査

一
般
社
団
法
人
西
予
市

移
住
定
住
交
流
セ
ン
タ
ー
を
視
察

　
令
和
２
年
２
月
に
設
置
さ
れ
た
セ
ン

タ
ー
に
は
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
３
名
配
置
さ
れ
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
業
務
、
移
住
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
実
施

業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
３
年
度

の
移
住
相
談
の
件
数
は
93
件
と
な
っ
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
移

住
者
の
定
着
を
期
待
し
て
い
る
。

宇和米博物館内
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委員会審査

３
件
の
議
案
と
１
件
の
陳
情
を
審
査

Q
　
外
国
人
介
護
職
員
の
宿
舎
施
設
整
備
補

助
金
に
お
い
て
職
員
数
、寄
宿
舎
の
規
模
、

建
設
場
所
は

A
　
補
現
在
９
名
を
雇
用
し
て
お
り
６
月
下

旬
に
は
新
規
に
８
名
雇
用
す
る
予
定
で
あ

る
。
２
階
建
て
12
戸
、
１
戸
あ
た
り
約
26

平
方
メ
ー
ト
ル
の
寄
宿
舎
を
宇
和
町
内
に

建
設
す
る

Q
　
資
源
ご
み
処
理
委
託
事
業
に
お
い
て
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
処
理
費
の
内
訳
は

A
　
四
国
中
央
市
の
製
紙
会
社
で
固
形
燃
料

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
お
り
、
電
気

料
、
運
搬
費
用
な
ど
を
含
め
た
物
価
高
騰

分
で
あ
る
。

Q
　
医
師
確
保
の
た
め
の
出
張
旅
費
の
内
訳

は
●
厚
生
常
任
委
員
会

A
　
東
京
、
大
阪
の
移
住
フ
ェ
ア
等
へ
出
向

く
た
め
の
旅
費
で
あ
り
、
関
係
機
関
や
移

住
フ
ェ
ア
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
西
予
市

立
病
院
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
、
従

事
者
確
保
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

Q
　
児
童
交
通
公
園
管
理
事
業
に
お
い
て
今

回
撤
去
分
以
外
に
撤
去
が
必
要
な
遊
具
は

A
　
今
回
の
予
算
計
上
で
撤
去
す
る
遊
具
で

子
育
て
支
援
課
所
管
分
の
危
険
遊
具
は
全

て
撤
去
さ
れ
る
。

陳
情
第
１
号
女
性
ト
イ
レ
の
維
持
及
び
そ
の
安

心
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
の
陳
情

「
不
採
択
」

　
労
働
安
全
規
則
等
の
改
正
に
よ
る
女
性
ト
イ

レ
の
設
置
基
準
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
立
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
女
性
ト
イ
レ
の
確
保
に
つ

い
て
は
女
性
の
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
会
社
等
の
理
念
に
よ
っ
て
女
性
を

し
っ
か
り
と
考
え
る
事
業
所
、
社
会
が
で
き
あ

が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
な
ど
の
理
由
で
不

採
択
と
決
し
た
。

所
管
事
務
調
査

社
会
福
祉
法
人

　
　
三
瓶
ひ
ま
わ
り
保
育
園
を
視
察

　
令
和
４
年
４
月
１
日
に
三
瓶
保
育
園
と

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
両
園
の
長
所
を
引
き

継
ぎ
、
三
瓶
ひ
ま
わ
り
保
育
園
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。
現
在
84
名
の
園
児
が
通
園
し
て

い
る
。

　
個
々
の
個
性
を
尊
重
し
て
、
人
格
形
成

の
基
礎
を
築
く
保
育
・
交
流
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
成
長
が
楽
し
み
で
あ
る
。

園内の給食室
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委員会審査

７
件
の
議
案
を
審
査

Q
　
明
浜
柑
橘
加
工
施
設
の
搾
汁
・
充
填
機

器
の
能
力
は

A
　
現
在
の
施
設
は
ベ
ル
ト
式
で
、
１
日
の

処
理
能
力
は
約
８
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、

出
荷
が
集
中
す
る
11
月
か
ら
12
月
に
は
搾

汁
作
業
が
間
に
合
わ
な
い
。
新
し
い
施
設

で
は
、
１
日
16
ト
ン
か
ら
24
ト
ン
処
理
可

能
な
イ
ン
ラ
イ
ン
方
式
と
１
日
７
・
２
ト

ン
か
ら
９
・
６
ト
ン
処
理
可
能
な
ベ
ル
ト

方
式
を
併
用
す
る
施
設
と
な
る

Q
　
四
国
西
予
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
管
理
運

営
事
業
の
委
託
内
容
は

A
　
業
務
は
来
館
者
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
や

グ
ッ
ズ
販
売
等
の
窓
口
業
務
で
、
週
３
日

ず
つ
の
２
名
体
制
で
予
定
し
て
お
り
、
委

託
先
は
一
般
社
団
法
人
西
予
市
観
光
物
産

協
会
を
考
え
て
い
る
。

●
産
業
建
設
常
任
委
員
会Q

　
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
買
い
物
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
商

品
券
は
１
人
２
冊
ま
で
だ
が
、
管
理
は
ど

う
す
る
の
か

A
　
購
入
の
際
に
購
入
者
の
氏
名
、
住
所
等

を
記
入
し
て
も
ら
い
購
入
履
歴
の
わ
か
る

も
の
を
各
取
扱
店
舗
で
作
成
し
、
３
冊
以

上
の
購
入
が
で
き
な
い
よ
う
管
理
す
る
。

Q
　
施
設
園
芸
や
畜
産
農
家
を
除
く
農
林
漁

業
者
、
バ
ス
会
社
等
今
回
の
事
業
対
象
か

ら
外
れ
て
い
る
事
業
者
へ
の
支
援
対
策
は

A
　
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
関
す
る
国
の
補
正
予
算
が
編
成
さ

れ
、
地
方
に
配
分
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て

お
り
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
、
支
援
が
で
き

て
い
な
い
分
野
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い

き
た
い
。

所
管
事
務
調
査

宇
和
町
永
長
の
田た
ん

圃ぼ

ダ
ム
と

　
　
　
　
シ
ル
ク
博
物
館
を
視
察

　
田
圃
ダ
ム
は
、
豪
雨
時
の
水
量
調
整
と

し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
豪
雨

前
に
一
度
水
位
を
下
げ
る
必
要
性
や
、
豪

雨
の
後
一
定
時
間
水
を
溜
め
た
ま
ま
に
し

て
も
ら
う
な
ど
、
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
と

感
じ
た
。

　
シ
ル
ク
博
物
館
で
は
、
隣
で
養
蚕
業
を

始
め
ら
れ
た
松
山
さ
ん
の
思
い
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
※

式
年
遷
宮
に
向

け
計
画
的
に
伊
予
糸
を
出
荷
し
て
い
る
と

聞
い
た
。

水量を調整するためのせき板

※一定の年数で社殿を造り替え、旧殿の神様を新殿に移す儀式行事のこと。伊勢神宮では、20 年ごとに社殿を造り替えている。
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一般質問

暮
ら
す
人
々
を
体
感
し
て
い
た

だ
く
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
拡
大

し
、
将
来
的
な
移
住
に
つ
な
げ

て
い
く
。

Q
　
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る

移
動
投
票
の
実
証
試
験
方
法
に

つ
い
て

A
　
実
証
試
験
は
、
宇
和
明
間
板
ヶ

谷
地
区
、
城
川
窪
野
地
区
で
実

施
し
、
投
票
率
の
変
化
を
検
証

す
る
。
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

は
、
対
象
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
投
票
率
の
結
果
と
併
せ

て
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

精
査
し
、
移
動
投
票
以
外
の
方

法
も
含
め
て
、
選
挙
管
理
委
員

会
で
投
票
率
向
上
を
目
指
す
た

め
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
い

く
。

Q
　
人
口
減
少
対
策
の
、
子
育
て

支
援
と
移
住
定
住
促
進
の
取
組

状
況
は

A
　
出
生
時
や
１
歳
未
満
の
転
入

時
に
、
子
育
て
応
援
券
の
交
付
、

保
育
料
や
中
学
卒
業
ま
で
の
医

療
費
自
己
負
担
無
償
化
、
ま
た
、

妊
娠
中
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
行
う
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
、
未
婚
化
晩
婚

化
へ
の
取
組
を
し
て
い
る
。

　
移
住
定
住
実
績
は
、
昨

年
、
前
年
比
約
３
倍
に
当
た
る

１
２
２
名
で
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
、
県
内
で
１
番
多
い
20

人
が
活
躍
し
て
い
る
。

　
今
後
、
子
育
て
世
帯
の
移
住

に
向
け
て
、
県
と
南
予
の
市
町

が
連
携
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

型
の
移
住
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施

や
情
報
発
信
を
行
い
、
ま
た
、

元
気
の
あ
る
地
域
と
、
そ
こ
で

Q
　
空
家
の
現
状
と
西
予
市
空
家

等
対
策
計
画
の
成
果
、
今
後
の

取
組
み
は

A
　
空
家
の
数
は
、
令
和
４
年
３

月
31
日
現
在
で
総
数
１
９
５
２

件
で
あ
る
。
空
家
率
は
全
体
で

７
・
９
％
で
あ
る
。
危
険
空
家
の

件
数
は
総
数
５
０
１
件
で
あ
る
。

当
市
に
お
い
て
特
定
空
家
等
に

認
定
し
、
令
和
３
年
度
に
略
式

代
執
行
を
１
件
実
施
し
た
。
平

成
27
年
度
に
制
定
さ
れ
た
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
空
家
の
実
態

調
査
を
行
い
、
平
成
29
年
度
に

西
予
市
空
家
等
対
策
計
画
を
策

定
し
、
今
年
度
第
２
期
の
空
家

対
策
等
の
計
画
の
策
定
に
向
け

て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

Q
　
西
予
市
障
が
い
福
祉
計
画
（
第

６
期
）
障
が
い
児
童
福
祉
計
画

（
第
２
期
）
に
お
け
る
相
談
支
援

体
制
の
充
実
強
化
は

A
　
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

様
々
な
障
が
い
に
関
す
る
住
民

か
ら
の
相
談
や
地
域
の
相
談
支

援
事
業
者
の
指
導
を
行
う
相
談

支
援
の
中
核
的
な
機
関
で
、
西

予
市
で
は
平
成
27
年
度
に
福
祉

事
務
所
福
祉
課
に
窓
口
を
設
置

し
て
い
る
。
今
後
は
、
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
支
援
専
門

員
を
配
備
す
る
な
ど
の
体
制
強

化
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
専
門

的
技
能
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
し
、
各
種
研
修
の
提
供
や
活

用
支
援
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

二宮　一朗

一般
質問

加藤　美香

一般
質問

●
一
般
質
問

み
な
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

略式代執行をされた特定空家

移動投票所の実証試験（城川町）
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一般質問

Q
　
今
後
の
あ
り
方
は

A
　
今
後
遊
具
が
あ
る
公
園
を
、

地
域
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー

の
エ
リ
ア
を
単
位
と
し
て
１

カ
所
程
度
の
設
置
を
す
る
よ

う
な
計
画
を
策
定
し
て
い
き
、

市
内
は
も
と
よ
り
市
外
か
ら

も
子
育
て
世
代
の
方
が
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
大
型

遊
具
を
備
え
、
機
能
が
充
実

し
た
公
園
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

Q
　
市
内
に
あ
る
公
園
の
現
状
は

A
　

63
カ
所
の
公
園
が
あ
り
、
市

が
管
理
す
る
も
の
が
51
施
設
、

地
元
が
管
理
す
る
も
の
が
12
施

設
あ
る
。
地
元
が
管
理
す
る
公

園
に
は
遊
具
は
な
い
。

　
遊
具
に
関
し
て
は
63
施
設
の

う
ち
15
施
設
に
設
置
し
て
お
り
、

１
年
に
一
度
専
門
の
業
者
に
委

託
し
点
検
し
て
い
る
。
点
検
の

結
果
、
現
行
の
安
全
基
準
を
満

た
さ
な
い
遊
具
に
関
し
て
は
、

修
繕
撤
去
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
現
在
市
が
管
理
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
よ
う
な
看
板
や
プ

レ
ー
ト
を
設
置
し
て
い
る
公
園

は
６
施
設
し
か
な
い
た
め
設
置

に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
併
せ
て
、
公
園
に
関
し
て
統

括
し
た
担
当
課
が
な
く
、
市
民

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
先
が
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
施
設
も
あ
る

た
め
今
後
検
討
し
て
い
く
。

Q
　
え
ひ
め
南
予
き
ず
な
博
で
西

予
市
を
訪
れ
る
観
光
客
に
対
す

る
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は

A
　
愛
媛
県
で
唯
一
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
四

国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
が
観
光
の

核
、
ア
ピ
ー
ル
の
核
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
黒
瀬
川
エ
リ
ア

の
穴
神
鍾
乳
洞
、
中
津
川
の
ト
ゥ

フ
ァ
、
四
国
カ
ル
ス
ト
や
、
肱

川
上
流
エ
リ
ア
の
卯
之
町
の
街

並
み
、
観
音
水
、
北
部
宇
和
海

エ
リ
ア
の
須
崎
海
岸
、
宇
和
海

狩
浜
の
段
畑
と
農
漁
村
景
観
な

ど
、
計
28
か
所
の
ジ
オ
サ
イ
ト

が
あ
る
。
４
月
23
日
に
は
拠
点

施
設
「
四
国
西
予
ジ
オ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
も
開
館
し
た
。

Q
　
き
ず
な
博
を
契
機
と
し
て
交

流
人
口
の
拡
大
を
ど
う
推
進
し

て
い
く
か

A
　
き
ず
な
博
で
は
様
々
な
企
画

を
通
し
て
人
々
と
の
交
流
や
南

予
で
の
暮
ら
し
や
生
活
を
体
感

で
き
る
体
験
が
可
能
で
あ
る
。

交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
「
南

予
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
」
な
ど

に
参
加
協
力
し
魅
力
あ
る
体
験

や
交
流
を
提
供
し
な
が
ら
、
そ

の
先
の
移
住
に
つ
な
げ
た
い
。

ま
た
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
は
じ

め
と
す
る
交
流
拠
点
施
設
を
利

活
用
し
て
、
き
ず
な
博
を
機
に

南
予
に
来
ら
れ
る
方
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
す
る
。

宇都宮　久見子

一般
質問

中村　一雅

一般
質問

きずな博は 12 月 25 日まで

ふわふわドーム（西条市民公園）
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一般質問

Q
　
一
次
産
業
へ
の
燃
油
・
飼
料

高
騰
支
援
策
を

A
　
国
の
経
済
対
策
に
よ
り
追
加

配
分
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
、
施
設
園

芸
農
家
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
施
設
園
芸
で
使
用
す
る
燃

油
価
格
購
入
費
の
一
部
を
補
填

す
る
補
助
事
業
の
創
設
を
検
討

し
、
今
後
、
補
正
予
算
の
計
上

を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
畜
産
農
家
へ
の
経
営

支
援
と
し
て
、
濃
厚
飼
料
・
粗

飼
料
購
入
の
一
部
を
補
填
す
る

補
助
事
業
の
創
設
を
検
討
し
、

今
後
、
補
正
予
算
の
計
上
を
予

定
し
て
い
る
。

Q
　
学
校
の
校
則
は
社
会
の
変
化

や
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
っ
て

見
直
さ
れ
て
い
る
の
か

A
　
校
則
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
12
校
で
行
っ
て
お
り
、

２
校
で
見
直
し
を
予
定
し
て
い

る
。
見
直
し
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
職
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で

話
し
合
う
ほ
か
、
生
徒
総
会
で

生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
見
直
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
時
代
の
変
化
や
子
ど
も
た
ち

の
状
況
、
社
会
の
要
請
等
を
踏

ま
え
た
上
で
、
今
後
も
、
よ
り

児
童
生
徒
が
自
ら
考
え
る
場
と

な
る
よ
う
、
見
直
し
に
つ
い
て

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

信宮　徹也

一般
質問

飼料高騰の影響を受けている畜産業

Q
　
集
会
所
の
耐
震
化
対
策
と
取

壊
し
費
用
の
補
助
は

A
　
集
会
施
設
の
う
ち
未
耐
震
と

思
わ
れ
る
集
会
施
設
は
約

１
０
０
棟
あ
る
。

　
耐
震
工
事
に
関
し
て
は
現
在
、

集
会
施
設
の
改
修
な
ど
に
つ
い

て
補
助
し
て
い
る
制
度
で
対
応

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
し
、
耐
震
診
断
を
さ
れ
た

も
の
が
対
象
と
な
る
た
め
各
自

治
会
で
耐
震
診
断
を
実
施
し
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
取
り

壊
し
に
つ
い
て
は
自
治
会
が
主

体
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
が
、

今
後
解
体
に
お
け
る
補
助
制
度

を
進
め
て
い
く
。

Q
　
派
遣
の
目
的
は

A
　
市
民
の
信
頼
に
応
え
て
い
く

職
員
育
成
の
た
め
、
広
範
な
専

門
知
識
や
事
務
能
力
な
ど
の
取

得
、
幅
広
い
視
野
の
養
成
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

Q
　
職
員
派
遣
の
実
状
は

A
　
令
和
４
年
度
は
愛
媛
県
へ
４

人
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
、
愛
媛
大
学
、
西
予
総
合

福
祉
会
、
三
瓶
福
祉
会
、
西
予

市
観
光
物
産
協
会
へ
そ
れ
ぞ
れ

１
人
、
合
計
６
団
体
９
人
を
派

遣
し
て
い
る
。

酒井　宇之吉

一般
質問

昭和 54 年建築の新田集会所（明浜町）
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一般質問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て

Q
　
４
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
象
者
は

A
　
３
回
目
接
種
完
了
日
か
ら

５
ヵ
月
以
上
経
過
し
た
60
歳
以

上
の
方
及
び
、
18
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
で
国
か
ら
示
さ
れ
た

基
礎
疾
患
が
あ
る
方
や
感
染
し

た
場
合
に
重
症
化
リ
ス
ク
が
高

い
と
医
師
が
認
め
る
方
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
で
あ
る
。

Q
　
野
村
ダ
ム
改
良
事
業
説
明
会

で
は
、
質
問
に
答
え
ら
れ
ず
、

間
違
っ
た
図
面
で
の
説
明
が
行

わ
れ
た
。
こ
れ
で
は
住
民
の
安

全
は
守
れ
な
い
。
西
予
市
と
し

て
、
再
説
明
を
行
う
よ
う
肱
川

ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
に
求
め

る
考
え
は

A
　
４
月
21
日
国
土
交
通
省
四
国

地
方
整
備
局
肱
川
ダ
ム
統
合
管

理
事
務
所
主
催
の
野
村
ダ
ム
改

良
事
業
に
つ
い
て
説
明
会
が
あ

り
、
参
加
者
の
関
心
が
高
く
活

発
に
質
疑
が
な
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
承
知
し
て
い
る
。

　
説
明
会
で
分
か
り
づ
ら
か
っ

た
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
質

問
を
頂
け
れ
ば
、
肱
川
ダ
ム
統

合
管
理
事
務
所
で
個
別
に
説
明

さ
れ
る
こ
と
も
伺
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
よ
う
な
対
応
も
ご
検

討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

和気　数男

一般
質問

Q
　
卯
之
町
15
区
の
市
営
住
宅
は

震
度
６
の
地
震
に
持
ち
こ
た
え

ら
れ
る
の
か

A
　
昭
和
56
年
以
前
の
建
設
で
あ

り
、
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
お

ら
ず
、
震
度
６
の
地
震
が
発
生

し
た
場
合
は
損
壊
及
び
倒
壊
の

可
能
性
が
あ
る
。

　
入
居
者
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
、
一
の
瀬
団
地
の
建
て

替
え
計
画
を
策
定
し
、
随
時
建

て
替
え
を
行
い
、
入
居
者
を
移

転
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

Q
　
成
人
式
の
意
見
発
表
者
を
増

や
し
て
は
ど
う
か

A
　
意
見
発
表
や
成
人
者
宣
誓
、

司
会
進
行
に
つ
い
て
は
、
自
主

性
を
重
視
し
、
成
人
者
へ
の
開

催
案
内
に
合
わ
せ
て
希
望
者
を

募
り
、
応
募
者
に
そ
の
役
割
を

担
っ
て
頂
い
て
い
る
。
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
案
内
し
、
多

く
の
方
の
応
募
が
あ
る
よ
う
工

夫
し
て
い
き
た
い
。

　
発
表
者
の
人
数
に
制
限
は
設

け
て
お
ら
ず
、
今
後
、
成
人
者

の
積
極
性
と
貴
重
な
提
言
に
期

待
を
し
て
い
る
。

森川　一義

一般
質問

整地中の市営住宅建築予定地（宇和町）

説明会で配布された資料
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　ロシアの侵攻で稽古ができないウクライナ選手を応援しようと、代表選手ら 10 人を招き、
乙亥会館で強化合宿を行った。
　チーフマネージャーのリュボビさんは、「西予市には、素晴らしい練習環
境を提供いただき感謝している。多くの方が練習を見に来てくれ、励みになっ
た。大会では、全階級で優勝し、ウクライナ国歌を国民と全世界の人々に届
けたい。」と語っていた。
　最終日、野村相撲連盟などから選手の名前を入れたまわしが贈呈された。
まわしは、野村シルク博物館で藍色に染め、名前は黄色の糸で刺繍されてい
る。この色は、ウクライナ国旗をイメージしたものである。
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　こ
の
度
新
た
に
編
集
委
員

長
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の

皆
様
に
読
み
や
す
く
わ
か
り

や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
お
届

け
す
る
た
め
、
委
員
一
同
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。
写
真
は

パ
ッ
と
見
て
わ
か
る
も
の
を

掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
号
で
は
ジ
オ
ガ
イ
ド
の

み
な
さ
ん
か
ら
頂
い
た
お
話

を
特
集
い
た
し
ま
し
た
。
今

後
も
い
ろ
い
ろ
な
方
々
か
ら

お
話
を
伺
い
た
い
の
で
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

中
村

　一
雅

　僕の夢は大工になることです。僕は工作が大好きで

す。授業で工作をする時はとてもワクワクします。大

工になって僕が作った家に住んで喜んでもらえたら、

もっと嬉しいと思います。だから、たくさんの人を笑

顔にできる大工になりたいです。

　僕の祖父も大工でした。祖父は、僕が生まれる前か

らたくさんの家を建てています。今でもその家に住み

続けている人がいると考えると、大工という仕事は多

くの人の役に立つ素晴らしい仕事だと思います。だか

ら、僕も祖父のような大工になりたいと思うようにな

りました。たくさんの人を幸せにできる大工になれる

ように、これからも工作を楽しんでいきたいです。

きかせて！あなたの夢
西予市の小学生が将来の夢を語るコーナーです。

委
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長

副
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長
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正
樹

和
気
　
数
男

宇
都
宮
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見
子

加
藤
　
美
香

山
本
　
英
明

井
関
　
陽
一

◎
編
　
集
　
委
　
員

三
み よ し

好 耕
こうすけ

輔さん（石城小学校６年）
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